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＜連絡事項＞
・令和元年度　第1回法人研修を下記の日程で実施します。
日時：5月14日（火）17:30～18:30
　場所：メモリアルホール
　テーマ：｢接遇の基礎について｣
　講師：三井住友海上火災保険株式会社　経営サポートセンター　
　　　　水野　光弘博氏
　ビデオ研修：5月16日（木）17：30～
　場所：メモリアルホール
三沢でのビデオ研修：5月22日（水）、5月23日（木）17：30～
　場所：ＬＣＰみさわミーティングルーム
当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。

 　ＷIZの書類フォルダー⇒教育委員会⇒

　2019年度⇒法人研修⇒第1回法人研修⇒出欠表

 　※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。

 　※当日は資料を配布いたします。

教育委員会
＜患者様連絡事項＞
・阿部　わかえ様～昨日準夜帯から流延、歩行時のふらつき、呂律不良さあり。本日金Ｄｒに診察して頂きパーキンソン症状からの流延ではないとのことで服薬は継続。又、食事摂取量も少ない為、再度金Drへ報告し点滴1本/日　3日分処方となる。
・袴田　将志様～排便−6日目のため本日浣腸1個処方となる。
・濱登　セツ子様～便秘時センナリド2T　5回分処方となる。
・澤村　彬様～不穏時レボトミン（25）1T　5回分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。壁叩き、ドア蹴り、独語あり、話し掛けにて一時的に落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。表情の硬さあるが他者トラブルなし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。1時間時間開放している。電気に対しての訴えや飲水あるも過度とはならず。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。拘束部位循環障害無し。経管栄養トラブルは無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサインの異常なし。経管栄養トラブルなく実施。循環器障害なし。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想様の発言や危険行為なし。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・泉山　紀子様～家族面会に来られため鏡、ハサミ返却しています。
＜要注目患者情報＞
・高柳　和子様～入院後、バイタルサイン異常無し。午前中は他者交流見られ穏やか。午後からは妄想様発言見られ、昼食拒否している。他者トラブルはなし。引き続き精神症状観察していく。
・木村　格治様～朝食全量、昼食は「左腹痛い」と訴えあり1/2摂取。拒薬なし。午後排便後は腹痛改善。
・菅井　浩子様～朝、昼共に2/3摂取。排尿訴えあり、トイレにて排尿、排便確認している。危険行為なし。
・工藤　蓉子様～朝食時溜め込みあり1/3で中止している。昼食時は全量摂取。指示の点滴はトラブルなく実施。
＜新入院患者様情報＞

日　　時：令和1年5月3日　8：41
氏　　名：高柳　和子様

生年月日：昭和34年7月18日　59歳

病　　名：統合失調症

性　　別：女性

主 治 医：田名部Dr

入院形態：任意入院

病  　棟：東病棟Aユニット14号室

(経過）

　当院への外来通院とデイケア(平成29年4月1日～令和1年5月3日)・青明舎・訪問看護(平成29年9月1日～令和1年5月3日)の利用をしていた。平成31年4月24日青明舎の定期訪問時、表情が硬く目つきも険しい状態で、本人の話しからは23日の夕方から調子が悪くなったようで頭痛も生じていた。外を歩けば悪口を言われている感じがしていたという。デイケアを止めたい、訪問回数を減らしてほしい、等の訴えもあったようである。令和1年5月1日 診察時、「ガス爆発があるようです」「出ていけ、って言ってます」など幻聴を思わせる発言あり。表情や話し方は、大体落ちついていて険しさはないが、だるそうにしている様子があった。服薬調整中であった。

　令和1年5月2日　夜中にアパートの隣人のインターホンを鳴らしたりする行為があり、近隣住民から通報され、警察に保護。その後、弟様へ電話連絡あり、同年5月3日1:00に警察に同伴されて、弟様の自宅へ連れていかれた次第。同日、8:30田名部Dr診察。弟様同伴。一晩中騒

いでいたり、幻聴などもある様子。不眠や食事摂取、服薬も出来ていない状況が考えられる。弟様とも相談して本日入院となり、本人は入院治療にやや躊躇するが同意はされる。8:41東病棟Aユニット14号室へ任意入院となる。
【備考】
・業者洗濯

・おやつ：私物発注（上限5000円/月まで）

・上下義歯あり
